
応用分野
Develop

研究
内容

論文・解説など

連絡先HP

[1] Kii et al., Economic Analysis and Policy (2025).
[2] Kii et al., Scientific Reports 13 (2023).
[3] Kii, Urban Sustainability (2021).

都市の住みよさの仕組みの解明を目指すととも
に、都市活動と気候変動の相互作用に関する研
究に取り組んでいます。都市の住みよさに何が
影響するのか、住みよさの感じ方はどう決まる
のか、なぜ人々は住む場所を移動するのか、と
いった基本的な事柄も実は自明ではありません。
様々な統計資料や空間情報に基づき、これらを
解明し、住みよさの改善と気候変動の緩和を両
立する効果的な方策と、関連する様々な要素技
術を研究しています。
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建築物の運用における省エネルギー対策は今後脱酸素社
会を目指す上での必須項目の一つですが、それは居住者
の快適性や健康を確保した上での対策が大前提と言えま
す。我々は特に建築の空気環境・熱環境・空調設備シス
テムに焦点を当て、建築空間における物理環境やエネル
ギー効率に加えて人の心理・生理反応までを幅広く取り
扱っています。また、建築環境分野の将来的な設計技術
開発につながる基礎研究から実建物を対象とした企業と
の共同研究まで幅広く扱っています。
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